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 氏 名 大 村 早 紀 
（論文審査の結果の要旨） 
 大垂壁付き伝統木造軸組架構は、伝統木造建物において通し柱・せいの高い垂壁・
差鴨居から構成される架構であり、差鴨居接合部での柱折損に起因した建物の脆性的
な倒壊が懸念される。本論文は、大垂壁付き架構に着目し、実大平面架構の静的水平
加力実験に基づき、耐震性能評価法と耐震補強法に関して検討した成果をまとめたも
のであり、得られた主な成果は次のとおりである。  
 
１． 実大平面架構を用いた静的加力実験を実施して、倒壊に至るまでの変形性状や断
面力分布、破壊過程などを詳細に明らかとした。 
２． 実験結果に基づき、大垂壁付き架構の柱は曲げ耐力が大幅に低下する危険性をは
じめて明らかとした。また、既往の評価法では大垂壁付き架構の柱の折損を見逃
し、架構の変形性能を過大評価する恐れがあることを示した。 
３． 実験結果に基づき、架構の柱および壁の耐力累加による崩壊形推定式を提案し、
変形性能向上のための耐震対策を簡便に検討可能とした。 
４． 実験と数値解析により、耐力上昇を期待した柱脚回転拘束による耐震補強が、柱
の折損を早め、架構の変形性能の低下を招く危険性があるとともに、接合部の固
定度の低下によって期待した耐力上昇が得られない可能性があることを示した。 
５． １層崩壊形となる大垂壁付き架構の耐震対策として、提案した崩壊形推定式を適
用し、壁増設によって全体崩壊形へと崩壊形を変化させることで、変形性能を大
幅に向上可能なことを示した。 
 
本論文の一連の研究成果は、極めて独創的かつ実用的であり、地震による伝統木造
建物の倒壊被害の低減に大いに貢献できると考えられ、学術上、実際上寄与するとこ
ろが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認
める。また、平成３１年１月２２日、論文内容とそれに関連した事項について試問を
行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認
めた。 
 
 
 
